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今月
の

ベス
トシ
ョッ
ト

城下
町で
誓う
永遠
の愛

　ひ
なま
つり
開催
中の
岩村
城下
町で
３

月２７
日、
公募
に応
じた
市内
の３
組が

結婚
式を
挙げ
まし
た。
紋付
きは
かま
姿

の新
郎と
純白
着物
姿の
新婦
が、
雅楽
と

巫
み 女

こ に先
導さ
れゆ
っく
りと３

００㍍
ほど

本通
りを
歩き
、式
場の
庚
こう 申

し ん 堂
ど う へ到

着し

まし
た。
道中
は、
たく
さん
の地
元住
民

や観
光客
が詰
め掛
け、
沿道
から
幸せ
そ

うな
3組を

祝福
して
いま
した
。
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本年度のまちづくり



　

新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
可
知
市
長
は
２
月
２５
日
に
開
か
れ
た
こ

と
し
の
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、
第
２
次
総
合
計
画
の
初
年
度
に
当
た

る
本
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
市
政
を
進
め
て
い

く
の
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
第
２
章
ス
タ
ー
ト

　
本
市
は
、
平
成
１６
年
に
六
つ
の
市
町
村

が
合
併
し
、
市
の
一
体
感
の
醸
成
と
、
新

市
の
基
盤
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
て
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
礎
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
に
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
郷
土
の
先
人
佐
藤
一
斎
翁
の
「
三

学
の
精
神
」
を
理
念
と
し
た
生
涯
学
習
都

市
「
三
学
の
ま
ち
恵
那
」
宣
言
や
、
市
民

一
人
一
人
が
健
や
か
で
幸
せ
に
暮
ら
す

「
健
幸
都
市
え
な
」
宣
言
を
し
、
か
ね
て

か
ら
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
市
立
恵
那
病

院
建
設
の
着
工
な
ど
諸
施
策
を
着
実
に
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
平
成
３９
年
に
開
業
予
定
の
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
の
岐
阜
県
駅
決
定
を
受
け
、

本
市
と
し
て
も
「
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
を
策
定
し
、
リ
ニ
ア
効
果
を
最
大
限

活
用
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
本
年
は
第
２
次
恵
那
市
総
合
計
画
の
初

年
度
で
あ
り
「
人
・
地
域
・
自
然
が
輝
く

交
流
都
市
～
誇
り
・
愛
着
を
持
ち
住
み
続

け
る
ま
ち
～
」
を
本
市
の
新
た
な
指
針
と

し
て
掲
げ
、「
新
生
恵
那
市
」
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
第
２
次
総
合
計
画
で
は
「
人
口
減
少
対

策
」
と
「
市
（
財
政
）
の
存
続
」
を
優
先

す
る
視
点
と
し
、
地
域
が
存
続
す
る
た
め

「
小
学
校
入
学
児
童
数
４
５
０
人
」
を
目

標
に
掲
げ
た
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　
若
者
や
子
育
て
世
代
に
焦
点
を
合
わ

せ
、
こ
の
恵
那
の
地
で
働
き
定
住
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
諸
施
策
を
重
点
的
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定

住
を
促
す
施
策
や
子
ど
も
を
安
心
し
て
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
実
現
す
る
施
策
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
、
新
婚
の
方
や
親
世
帯
と

同
居
や
近
居
な
ど
を
す
る
特
定
の
方
を
対

象
に
、
本
市
な
ら
で
は
の
お
祝
い
や
応
援

を
し
て
い
き
ま
す
。
小
中
学
校
で
は
、
武

並
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
改
築
や
上
矢

作
小
学
校
ほ
か
６
校
で
屋
内
運
動
場
の
非

構
造
部
材
の
耐
震
工
事
を
行
い
、
教
育
環

境
を
充
実
し
、
自
然
災
害
に
備
え
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
今
定
例
会
に
提
案
し
て
い
る
「
恵

那
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条

例
」
や
「
恵
那
市
本
社
機
能
移
転
促
進
条

例
」
で
市
内
企
業
の
振
興
と
企
業
誘
致
を

図
り
、
市
と
企
業
な
ど
と
の
協
力
の
下
、

雇
用
の
拡
充
に
努
め
る
な
ど
具
体
的
な
施

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
を

見
据
え
た
道
路
網
整
備
や
住
宅
整
備
な
ど

を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
本
市
と
市
民
・
地
域
・
企

業
が
一
体
と
な
り
施
策
推
進
の
歩
み
を
共

に
進
め
て
い
く
こ
と
で
初
め
て
成
し
得
る

も
の
で
す
。

　
行
財
政
改
革
大
綱
で
は
、
本
市
の
課
題

解
決
に
向
け
「
オ
ー
ル
恵
那
市
」
の
考
え

方
を
基
本
と
し
、
私
ど
も
市
役
所
は
、
地

域
自
治
区
を
は
じ
め
市
民
の
皆
様
と
連

携
・
協
力
を
進
め
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
恵
那

市
全
体
で
育
む
た
め
、
し
っ
か
り
と
将
来

を
見
据
え
、
地
域
と
市
民
の
皆
様
と
の
連

携
に
よ
り
、
諸
課
題
に
対
し
て
果
敢
に
挑

戦
し
て
い
き
ま
す
。

人
・
地
域
・
自
然
が
輝
く
交
流
都
市

優
先
課
題
は
人
口
減
少
対
策
と

市
（
財
政
）
の
存
続

オ
ー
ル
恵
那
市
一
丸
で

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む

新
た
な
総
合
計
画
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

本年度のまちづくり特
集

施政方針

▲市議会定例会で施政方針を説明する可知市長 ▲１１月開院を目指して工事が進む市立恵那病院
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本年度のまちづくり特
集

自主財源

(37.1％
）

104億1,242 万
円

依
存
財
源
(62.9％)176 億3,758 万円

義務的経費(40.3％
)113億

901万円

その他
経
費
(49.6％

)139 億2,820 万円 投資的経費
   （10.1%）
28 億1,279万

円 使用料及び
手数料（１.４％）
３億９,６１９万円

諸収入など（３.０％）
８億６,１０２万円

繰越金（１.８％）
５億円

市税（２４.７％）
６９億１,９１０万円

市債（１１.５％）
３２億１,７３０万円

譲与税など（２.０％）
５億７,７１０万円

地方交付税（３０.９％）
８６億６,０００万円

県支出金（７.５％）
２０億９,３１０万円

国庫支出金（７.６％）
２１億４,４５８万円

民生費（２７.３％）
７６億４,７９０万円

公債費（１２.５％）
３４億９,７２０万円

衛生費（１８.３％）
５１億３,１００万円

総務費（１２.９％）
３６億２,０００万円

土木費（６.８％）
１９億２,４９０万円

教育費（９.７％）
２７億１,８８０万円

農林水産業費
（４.８％）

１３億３,６８０万円

消防費（３.４％）
９億７,０８０万円

商工費（３.２％）
９億０,０９０万円

議会費（０.７％）
２億０,０７０万円

労働費（０.２％）
５,５５０万円

予備費（０.１％）
３,０００万円

人件費（１６.６％）
４６億５,８４６万円

扶助費（１１.２％）
３１億５,３３５万円

公債費（１２.５％）
３４億９,７２０万円

普通建設費（１０.０％）
２７億９,７２９万円

物件費（１８.３％）
５１億３,３７６万円

補助費など（９.２％）
２５億８,２４２万円

繰出金（１１.３％）
３１億７,８３６万円

その他（１.９％）
５億３,９４４万円

繰入金（５.０％）
１４億０,３７６万円

地方消費税交付金（３.４％）
９億４,５５０万円投資及び出資金（８.９％）

２４億９,４２２万円

災害復旧費（０.１％）
１,５５０万円

災害費（０.１％）
１,５５０万円

市
全
体
で
は
約
３８
億
円
の
増
額

　

予
算
規
模
は
、
前
年
度
と
比
較
し

て
一
般
会
計
で
７
億
４
０
０
０
万
円

（
２
・
７
㌫
）
の
増
額
、
特
別
会
計
で
は

９
億
２
４
６
０
万
円
（
５
・
６
㌫
）
の
減

額
、
企
業
会
計
で
は
３９
億
９
４
４
０
万
円

（
４１
・
１
㌫
）
の
増
額
と
な
り
全
会
計
の
合

計
で
３８
億
９
８
０
万
円
（
７
・
１
㌫
）
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
増
額
の
主
な
要
因
は
、一
般
会
計
か
ら
恵

那
病
院
再
整
備
事
業
に
２３
億
５
０
７
２
万

円
出
資
す
る
こ
と
と
、
企
業
会
計
の
病
院

事
業
会
計
で
再
整
備
事
業
費
５７
億
３
７
０

万
円
を
計
上
し
た
こ
と
で
す
。

市
税
は
昨
年
度
比
０
・
４
％
の
減

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
固
定
資
産
税

は
新
築
・
増
築
家
屋
の
増
加
に
よ
り
前
年

度
比
１
・
４
㌫
の
増
、
個
人
市
民
税
は
納

税
義
務
者
数
の
減
少
に
よ
り
１
・
２
㌫
の

減
、
法
人
市
民
税
で
は
１０
・
５
㌫
の
減
な

ど
市
税
全
体
で
は
、３
０
９
０
万
円
（
０
・

４
㌫
）
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
地

贈
る
事
業
、
新
婚
世
帯
へ
の
家
賃
補
助
事

業
、
住
宅
用
土
地
購
入
費
の
補
助
事
業
、

親
と
同
居
ま
た
は
近
隣
に
住
宅
を
建
て
る

場
合
の
住
宅
取
得
費
の
補
助
事
業
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
医
療
福
祉
関
連
で
は
、
平
成
２６
年
度
か

ら
再
整
備
を
進
め
て
き
た
市
立
恵
那
病
院

が
１１
月
に
開
院
し
ま
す
。
ま
た
引
き
続
き

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
に
か
か
る
医

療
費
を
助
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
雇
用
・
産
業
振
興
関
連
で
は
、
進
出
企

業
へ
の
奨
励
金
交
付
事
業
、
長
島
町
正
家

地
内
の
土
地
区
画
整
理
事
業
、
恵
那
西
工

業
団
地
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
地
域
教
育
関
連
で
は
、
笠
置
、
岩
村
、

串
原
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
改
修

工
事
を
行
い
、
生
涯
学
習
と
ま
ち
づ
く
り

活
動
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
リ
ニ
ア
関
連
で
は
、
市
街
地
幹
線
道
路

の
概
略
設
計
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

恵
那
病
院
の
再
整
備
事
業
費
を
計
上

　

特
別
会
計
で
は
、
介
護
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）
で
保
険
給
付
費
の
上
昇
に

よ
り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
で
は
、
平
成
２８
年
度
を
も
っ

て
岩
村
統
合
簡
易
水
道
事
業
と
木
の
実
地

区
水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業
が
終
了
す

る
こ
と
か
ら
減
額
。
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
で
は
、
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
汚
泥

処
理
施
設
の
長
寿
命
化
事
業
と
管
理
棟
の

耐
震
工
事
の
完
了
に
よ
り
減
額
と
な
り
ま

方
交
付
税
は
、
合
併
算
定
替
の
縮
減
な
ど

を
受
け
普
通
交
付
税
で
３
億
８
０
０
０
万

円
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
活
用
す
る
合
併
特
例
債
は
、

１８
億
５
９
３
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

「
第
２
次
総
」
将
来
像
実
現
に
向
け

　
歳
出
で
は
、
第
２
次
総
合
計
画
に
お
け

る
将
来
像
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
の
実
現
に

向
け
た
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
と
し
て
、
移
住
・
定
住
関
連

で
は
、
結
婚
時
に
お
祝
い
品
１０
万
円
分
を

一般会計歳入一般会計歳出

本年度予算

会　計 予算額 増減率

一 般 会 計 ２８０億５,０００万円 ２.７％

特 別 会 計 １５６億８,７９０万円 △５.６％

国民健康保険事業特別会計 ６５億１,７２０万円 △０.５％

介護保険特別会計 ５８億７,５３０万円 ４.１％

簡易水道事業特別会計 ８億８,５６０万円 △２９.８％

農業集落排水事業特別会計 ２億１,７６０万円 ２.９％

公共下水道事業特別会計 １５億３,４２０万円 △３３.２％

遠山財産区特別会計 ３０万円 ０.０％

上財産区特別会計 ９０万円 ０.０％

後期高齢者医療特別会計 ６億５,６８０万円 ２.２％

企 業 会 計 １３７億０,３４０万円 ４１.１％

水道事業会計
収益的支出 ９億０,５２０万円 △１.３％

資本的支出 １２億６,３３０万円 ２３６.５％

病院事業会計
収益的支出 ４１億５,４７０万円 １.６％

資本的支出 ６０億８,２２０万円 １３９.８％

介護老人保健
施設事業会計

収益的支出 ５億２,７３０万円 ３.６％

資本的支出 ３,７８０万円 △２４.１％

国民健康保険診
療所事業会計

収益的支出 ７億１,４４０万円 △３.１％

資本的支出 １,８５０万円 △３１.７％

介護老人福祉
施設事業会計

収益的支出 － 皆減

資本的支出 － 皆減

予 算 総 額 ５７４億４,１３０万円 ７.１％

平成２８年度会計別予算額

一般会計２８０億５千万円
昨年度より２.７％増額

　平成２８年度の市の予算が決まりました。本年度は第２次総合計画と第３次行財政改革行動計画の初

年度に当たり、目指す将来像「人・地域・自然が輝く交流都市 ～誇り・愛着を持ち住み続けるまち～」

の実現に向けて、必要な施策・事業を着実に推進していく年となります。

　「人口減少対策」と「市（財政）の存続」を念頭に、「子育て世代の定住・移住を促す施策」、「子ど

もを安心して育てる施策」に重点を置き、予算を編成しました。

□問い合わせ　財務課財政係志２６-２１１１（内線４３６）

歳入目的別性質別

分担金及び負担金
（１.２％）
３億３,２３６万円

▼

改
修
予
定
の
笠
置
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
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自
主
財
源
は
３７
％
、依
存
財
源
は
６３
％

　

市
税
収
入
や
分
担
金
・
負
担
金
、
使
用

料
・
手
数
料
や
繰
入
金
な
ど
を
合
わ
せ
た

自
主
財
源
は
３７
・
１
㌫
、
地
方
交
付
税
や

地
方
債
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源

は
、
６２
・
９
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
税
収
入
は
、
固
定
資
産
税
で
前
年

度
比
１
・
４
㌫
の
増
、
個
人
市
民
税
で

１
・
２
㌫
の
減
、
法
人
市
民
税
で
１０
・
５

㌫
の
減
を
見
込
ん
で
い
る
ほ
か
、
軽
自

動
車
税
で
は
１２
・
２
㌫
の
増
、
市
た
ば
こ

税
が
１
・
２
㌫
の
減
、
入
湯
税
が
５
・
７

㌫
の
減
な
ど
市
税
全
体
で
０
・
４
㌫
減
の

６９
億
１
９
１
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
の
合

併
算
定
替
の
段
階
的
な
縮
減
２
年
目
で
あ

り
３
割
縮
減
さ
れ
る
こ
と
、
国
勢
調
査
の

結
果
に
よ
り
人
口
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
４
・
２
㌫
減
の
８６
億
６
０
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
事

業
が
拡
大
さ
れ
増
額
と
な
る
な
ど
１３
・
４

㌫
の
増
加
。
繰
入
金
は
、
恵
那
病
院
再
整

備
事
業
へ
の
出
資
金
の
原
資
と
な
る
病

院
施
設
等
整
備
基
金
か
ら
の
取
崩
額
が

２
億
６
３
５
９
万
円
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り
１１
・
５
㌫
の
減
少
。
ま
た
市
債
は
病
院

事
業
会
計
へ
の
出
資
の
増
額
な
ど
に
よ
り

７
億
２
０
０
万
円
（
２７
・
９
㌫
）
増
額
の

３２
億
１
７
３
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
後
年
度
に
交
付
税
措
置
の
あ
る
過
疎

債
や
合
併
特
例
債
な
ど
有
利
な
市
債
を
活

用
し
、
将
来
の
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

整
備
事
業
へ
の
出
資
や
健
幸
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
総
務

費
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
改
修

費
用
の
ほ
か
、
移
住
・
定
住
推
進
事
業
費

や
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
費
を
計
上
し

ま
し
た
。
教
育
費
で
は
、
武
並
小
学
校
の

屋
内
運
動
場
改
築
実
施
設
計
、
山
岡
小
学

校
な
ど
の
屋
内
運
動
場
の
非
構
造
部
材
耐

震
化
工
事
や
大
井
宿
明
治
天
皇
行
在
所
土

蔵
解
体
工
事
を
行
い
ま
す
。消
防
費
で
は
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
購
入
す
る
ほ
か
、

岩
村
地
区
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
工
事
や
上

矢
作
地
区
の
消
防
器
具
庫
の
改
修
工
事
を

行
い
、
商
工
費
で
は
、
引
き
続
き
恵
那
峡

再
整
備
事
業
や
恵
那
西
工
業
団
地
の
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

　
な
お
歳
出
総
額
２
８
０
億
５
０
０
０
万

円
は
、
市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

５３
万
５
８
７
８
円
と
な
り
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
４
・
２
％
の
増
額

　
一
般
会
計
歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、

義
務
的
経
費
で
は
公
債
費
が
平
成
２５
年
度

か
ら
毎
年
度
繰
上
償
還
を
実
施
し
て
い
る

た
め
減
額
と
な
り
、
扶
助
費
は
臨
時
福
祉

給
付
金
事
業
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
、
障
が

い
者
の
自
立
支
援
給
付
な
ど
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
改
修
工
事
、恵
那
峡
再
整
備
事
業
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
幹
線
強き

ょ
う

靱じ
ん

化
工
事
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
促

進
事
業
、
こ
ど
も
園
建
設
事
業
費
、
道
路

改
良
工
事
な
ど
４
・
２
㌫
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
病
院
事
業
会
計
で
は
恵
那
病
院
再
整
備

事
業
に
よ
り
増
加
し
て
お
り
、
市
全
体
で

は
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
に
つ
い
て
は
総
合
的
な
相
談
支

　

市
立
恵
那
病
院
の
再
整
備
に
合
わ
せ
産

婦
人
科
開
設
の
準
備
を
進
め
、
地
域
の
医

療
体
制
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
応
急

手
当
有
資
格
者
を
育
成
し
、
急
病
や
け
が

な
ど
か
ら
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
救
急

体
制
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　
防
犯
で
は
、
高
度
化
す
る
犯
罪
へ
の
抑

止
力
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
進
め
、

安
全
上
、
景
観
上
日
常
生
活
に
影
響
を
及

ぼ
す
空
き
家
の
実
態
調
査
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
地
区
防
災
計
画
の
推
進
を
図
る
た

め
、
地
域
防
災
組
織
の
育
成
・
活
動
補
助

を
行
う
と
と
も
に
、
雨
量
計
を
設
置
す
る

な
ど
し
て
防
災
体
制
・
災
害
時
対
応
能
力

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
す

放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
と

地
元
で
働
け
る
環
境
を
整
備

生
命
と
財
産
を
守
る

※平成２８年１月１日現在の住民基本台帳と外国人登録
の人口５２,３４４人で計算しています

市民１人当たりの額（年間）目
的
別
で
は
民
生
費
が
全
体
の
２７
％

　
一
般
会
計
の
歳
出
を
目
的
別
に
見
る

と
、
民
生
費
が
２７
・
３
㌫
を
占
め
、
続
い

て
衛
生
費
が
１８
・
３
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
費
で
は
、
こ
ど
も
園
の
管
理
運
営
や

臨
時
福
祉
給
付
金
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

ま
た
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
介

護
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
が
増
額
し
て
い

ま
す
。
衛
生
費
は
、
市
立
恵
那
病
院
の
再

援
窓
口
「
え
な
っ
宝こ

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
が

中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
医
療
費
の
助
成

を
行
う
な
ど
、
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
環

境
を
整
え
ま
す
。

　
小
学
校
の
余
裕
教
室
な
ど
既
存
施
設
を

改
修
し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
拡
充
し

ま
す
。
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
進
め
る
一
方
で
、
地
元
で
の
就
職
を

可
能
と
す
る
た
め
企
業
誘
致
活
動
に
力
を

入
れ
、
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
が
ん
検
診
や
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

特
定
検
診
を
勧
奨
し
、
一
人
一
人
が
健
康

に
つ
い
て
意
識
を
高
め
、
健
康
の
維
持
・

増
進
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

市
立
恵
那
病
院
の
再
整
備
と

防
犯
、
防
災
体
制
を
充
実

し
た
。

　
企
業
会
計
で
は
、
水
道
事
業
会
計
に
お

い
て
基
幹
管
路
の
老
朽
管
更
新
を
進
め
ま

す
。
病
院
事
業
会
計
に
お
い
て
は
市
立
恵

那
病
院
の
再
整
備
事
業
費
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

本年度予算主な事業

使われる金額 納める市税の額

民生費

１４６,１０８円

固定資産税

６４,１２６円

衛生費

９８,０２５円

市民税

５１,９５１円

総務費

６９,１５８円

市たばこ税

７,１０３円

公債費

６６,８１２円

都市計画税

５,２７１円

教育費

５１,９４１円

軽自動車税

２,９１５円

その他
１０３,８３４円

その他
８２０円

合計
５３５,８７８円

合計
１３２,１８５円

第２次総合計画の

基本目標別に見る

▲放課後の子どもの居場所づくりを推進

生命と財産を守るための主な事業
事業の名称 予算額

応急手当の普及啓発 １,１３４万円

市立恵那病院残施設の利活用（企業会計） ５,８００万円

市立恵那病院の再整備（企業会計） ５７億０,３７０万円

防犯まちづくり事業 ５７３万円

防災推進事業 ５,３９５万円

地域防災力の向上 ６８７万円

空き家の解消、空き家対策 ４７９万円

非常備消防施設の整備 ６,０１４万円

安心して暮らすための主な事業
事業の名称 予算額

子どもらの福祉医療費を助成 ６億１,３７２万円

放課後児童対策
１億０,６８６万円

２７年度前倒し　５５０万円

子ども・子育て支援 ８１９万円

こども園の管理運営 １１億８,２９１万円

こども園の建設 ６,２０２万円

産科の推進 ２７年度前倒し４,０００万円

労働対策 ５，５５０万円

企業誘致の推進 １億５,２１３万円

がん検診 ３,４０５万円

健幸まちづくり ７３５万円

保健推進 １,４０２万円

高齢者の活躍を支援 ２,７１５万円

高齢者などの生活を支援 ２,４８３万円

高齢者地域支援 １億９,８００万円

生活困窮者の自立を支援 ２,０４３万円

まちの魅力を高めるための主な事業
事業の名称 予算額

森林の保全促進 ８,０７８万円

地籍調査の推進 １億１,５４６万円

土地区画整理事業 ２,２２２万円

歴史まちづくり事業 １,０１６万円

伝統芸能の保存継承 ７８８万円

文化財の調査と保存、活用 １億４,５７５万円 ▲恵那駅前広場に設置されている防犯カメラ

7 2016.4.1 6広報えな



本年度のまちづくり特
集

　「
恵
那
市
三
学
の
ま
ち
推
進
計
画
」
の

基
本
理
念
に
基
づ
き
、
恵
那
市
民
大
学
に

お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
手
法
を
学

ぶ
講
座
、
大
学
連
携
講
座
、
出
前
講
座
、

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
う
市
民

講
座
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
中
央
図
書
館

で
は
図
書
購
入
の
充
実
を
図
り
、
学
校
や

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
読
書
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
英
語

教
育
の
モ
デ
ル
校
を
そ
れ
ぞ
れ
指
定
し
、

情
報
や
情
報
手
段
を
主
体
的
に
選
択
し
活

用
し
て
い
く
能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
を
図
り
、
不
登
校
・
い
じ

め
対
策
と
し
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
の
調

査
を
実
施
す
る
な
ど
い
じ
め
の
未
然
防
止

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

年
齢
に
応
じ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究

を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ

に
触
れ
る
機
会
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
地
域
の
人
口
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
、
移
住
や
定
住
に
か
か
る
費
用
補
助
を

し
、
地
域
と
移
住
者
を
つ
な
ぐ
支
援
員
を

置
く
な
ど
し
、
恵
那
市
に
住
み
続
け
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
関
連
で
は
、
振
興
事
務
所

　

市
道
の
改
良
で
は
、
東
野
地
区
の
袖そ

で

畑ば
た

笠か
さ
づ
く
り
作
線
、
長
島
地
区
の
恵
那
西
工
業
団
地

道
路
、
中
野
方
・
飯
地
地
区
の
飯
地
中
野

方
線
、
串
原
地
区
の
大
竹
松
本
線
な
ど
の

整
備
や
住
民
の
生
活
基
盤
と
な
る
生
活
道

路
の
整
備
、
維
持
修
繕
、
橋
り
ょ
う
点
検
、

交
通
安
全
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
ま
た
引
き
続
き
各
地
域
の
生
活
の
足
を

確
保
す
る
た
め
、
バ
ス
運
行
に
対
す
る
補

助
金
を
交
付
し
バ
ス
路
線
の
維
持
に
努
め

る
と
と
も
に
、
バ
ス
等
公
共
交
通
機
関
が

十
分
対
応
で
き
て
い
な
い
地
域
に
対
し
て

有
償
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
検

討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

バ
ス
路
線
維
持
な
ど

生
活
の
足
の
確
保
を
支
援

便
利
に
暮
ら
す

い
き
い
き
と
暮
ら
す

み
ん
な
で
ま
ち
を
つ
く
る

　
リ
ニ
ア
関
連
で
は
、
恵
那
駅
北
側
幹
線

道
路
や
武
並
地
区
生
活
道
路
の
概
略
設
計

や
企
業
団
地
の
検
討
な
ど
を
行
い
、
今
後

ま
ち
を
元
気
に
す
る

恵
那
峡
再
整
備
な
ど
に
よ
り

交
流
人
口
増
加
を
目
指
す

の
リ
ニ
ア
開
業
に
向
け
て
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
観
光
関
連
で
は
、
恵
那
峡
再
整
備
を
進

め
、
く
し
は
ら
温
泉
さ
さ
ゆ
り
の
湯
で
は

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た
設
計
を
行
い
、

多
様
化
す
る
観
光
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

観
光
地
整
備
を
進
め
る
一
方
で
、
首
都
圏

な
ど
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を
入
れ
て
誘
客
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
関
連
で
は
「
第
７０
回
全
国
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
ｉｎ
岐
阜
」
が
開
催

さ
れ
、
本
市
で
も
弓
道
な
ど
の
競
技
が
行

わ
れ
ま
す
。
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
恵

那
峡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
や
大
正
村
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会
の
開
催
、
ク
リ
ス
タ
ル

パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
に
お
い
て
は
年

間
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
大
会
・
イ

き
ま
す
。

　
ま
た
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
に
基

づ
き
大
井
宿
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
設
計
を

行
い
、
中
山
道
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
伝
統
芸
能

を
発
表
す
る
場
を
設
け
て
伝
統
芸
能
に
携

わ
る
者
の
裾
野
拡
大
を
図
る
こ
と
で
、
地

域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
し
て
い
き
ま

す
。

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を

目
指
し
ま
す
。

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
一

つ
に
集
約
し
、
生
涯
学
習
と
ま
ち
づ
く
り

活
動
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
、
各
地
域
で

策
定
し
た
地
域
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
む

活
動
に
対
し
て
助
成
を
し
、
上
矢
作
地
区

の
道
の
駅
再
整
備
計
画
に
基
づ
く
設
計
や

笠
置
山
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
エ
リ
ア
へ
の
ト

イ
レ
設
置
な
ど
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
森
林
整
備
で
は
、
森
林
の
有
す
る
多
面

的
な
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め

に
、
間
伐
事
業
や
保
全
整
備
な
ど
を
推
進

し
、
地
籍
調
査
事
業
は
、
新
た
に
長
島
町

久
須
見
地
区
と
笠
置
町
影
岩
地
区
を
加
え

１５
地
区
で
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
平
成
２７
年
度
に
着
手
し
た
長
島
町
正
家

地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
都
市
計

画
道
路
２
路
線
の
設
計
業
務
を
行
い
、
快

適
に
暮
ら
せ
る
住
居
環
境
と
商
業
施
設
の

充
実
に
よ
る
ま
ち
並
み
整
備
を
進
め
て
い

ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る

地
域
の
人
口
維
持
の
た
め

移
住
や
定
住
の
促
進
を
支
援

三
学
の
ま
ち
を
推
進
し

図
書
や
学
校
教
育
な
ど
を
充
実

伝
統
芸
能
な
ど
を
通
じ
て

地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成

主な事業

みんなでまちをつくるための主な事業
事業の名称 予算額

移住・定住の推進 １億５,３３４万円

まちづくり市民活動の推進 １,２９９万円

地域の拠点形成 １,０００万円

コミュニティセンターの改修 ４億１,４２０万円

笠周地域活性化振興 １,６９８万円

地域自治の推進
７,１３７万円
３,０５０万円

過疎地域活性化振興 ２,６８０万円

いきいきと暮らすための主な事業
事業の名称 予算額

高等教育の振興 ７４０万円

小学校教育の振興 １億２,３５２万円

中学校教育の振興 ８,４３５万円

歴史などの専門家人材バンク １４万円

読書習慣づくり １３８万円

三学のまちの推進 １,４１７万円

生涯スポーツの推進 ６９３万円

地域スポーツの推進 １,５５２万円

便利に暮らすための主な事業
事業の名称 予算額

国県道事業など負担金の負担 ３,３００万円

主要市道の整備 ３億１,６５９万円

基幹交通対策 ２億２,７３７万円

地域交通網対策
５０万円

１,０７０万円

買い物支援 ２３０万円

道路橋りょうの維持管理 ３億１,３０７万円

生活市道の整備 １億３,４６７万円

岩村統合簡易水道の建設（特別会計） １億０,６７０万円

上矢作簡易水道の建設（特別会計） １,４４０万円

公共奥戸処理区建設事業（特別会計） ９,５７５万円

まちを元気にするための主な事業
事業の名称 予算額

農地の保全促進 ３億２,４００万円

担い手の育成 ４,９３７万円

農産物振興 １,８７４万円

農業基盤の整備 １億２,２０１万円

畜産振興 ３,６８７万円

林業基盤の整備 １億０,２５４万円

起業・恵那ブランドの育成 １億０，９６５万円

リニアまちづくり事業 ２,５３５万円

都市と農村の交流 ８９万円

観光ＰＲ 　４,４３２万円

観光資源の活用 ２億８,０４１万円

スポーツツーリズムの推進 １,９３１万円

地産地消の推進 １９７万円

▲市内各地で伝承される芸能の裾野拡大を図る

▲計画的に改良が進む市道袖畑笠作線＝東野小学校近く

▲健幸都市宣言の下、運動機会の充実を図る

▲再整備に着手する道の駅ラ・フォーレ福寿の里（上矢
作町）

▲リニューアルが計画されるくしはら温泉ささゆりの湯

２７年度前倒し

２７年度前倒し
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
市
で
は
、
看
護
師
修
学
資
金
の

貸
与
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
方
。
❶
看
護
大
学
や
看
護
短
期

大
学
、
看
護
師
養
成
施
設
に
在
学

中
か
入
学
予
定
の
方
❷
申
請
時
の

年
齢
が
満
３７
歳
以
下
の
方
❸
免
許

取
得
後
、
国
保
上
矢
作
病
院
か
市

内
の
国
保
診
療
所
に
看
護
師
と
し

て
勤
務
で
き
る
方

□
定
員
　
３
人
程
度

□
金
額
　
１０
万
円
以
内
／
月

□
返
還
免
除
　
一
定
の
期
間
を
、

対
象
施
設
で
看
護
師
と
し
て
勤
務

し
た
場
合
、
貸
付
金
の
返
還
を
免

除
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法
　
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送
か
持
参

す
る
　

□
受
け
付
け
　
随
時

□
審
査
方
法
　
書
類
審
査
と
面
接

で
決
定
し
ま
す
。

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）地
域
医
療
課
（
内
線

２
７
４
）

　
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合

で
は
、
将
来
、
医
師
と
し
て
東
濃

５
市
の
指
定
医
療
機
関
で
、
地
域

医
療
に
従
事
す
る
意
志
が
あ
る
方

を
対
象
に
医
師
確
保
奨
学
資
金
の

奨
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
平
成
２８
年
４
月
１
日
時

点
で
、医
学
部
学
生
や
大
学
院
生
、

医
師
で
臨
床
研
修
や
専
門
研
修
を

受
け
て
い
る
方
か
受
け
よ
う
と
す

る
方

□
定
員
　
４
人
程
度

□
金
額
　
▽
修
学
か
研
修
期
間
中

＝
２０
万
円
／
月
（
年
額
２
４
０
万

円
）　
▽
大
学
入
学
時
＝
６０
万
円

（
１
回
の
み
）

□
貸
付
期
間
　
▽
大
学
生
奨
学
資

金
＝
正
規
の
修
業
期
間
（
限
度
６

年
）　
▽
大
学
院
生
奨
学
資
金
＝

正
規
の
修
業
期
間
（
限
度
４
年
）

▽
研
修
資
金
＝
限
度
５
年

□
申
し
込
み
方
法
　
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送
か
持
参

す
る

□
締
め
切
り
　
５
月
２０
日
㈮

□
審
査
方
法
　
書
類
審
査
と
面
接

で
決
定
し
ま
す
。

※
募
集
要
領
な
ど
の
詳
細
は
、
東

濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://tono-seib

u.org/syougakukin/index.
htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
　
　
　
〒
５
０
７
―
８
７
０
３

多
治
見
市
日
ノ
出
町
２
丁
目
１５
東

　
市
で
は
、
任
期
付
職
員
の
歯
科

衛
生
士
を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種
　
歯
科
衛
生
士

□
対
象
　
昭
和
４６
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
、
歯
科
衛
生
士
の
資

格
を
持
つ
方

□
定
員
　
１
人

□
勤
務
条
件
　
▽
任
期
＝
６
月
１

日
～
平
成
３１
年
３
月
３１
日
　
▽
勤

務
地
＝
上
矢
作
歯
科
診
療
所
　
▽

給
与
月
額
＝
１８
万
７
５
０
０
円

（
条
例
改
正
に
よ
り
変
更
の
場
合

有
り
）　
▽
諸
手
当
＝
市
の
条
例
・

規
則
に
基
づ
き
、
通
勤
手
当
、
期

末
手
当
、
勤
勉
手
当
、
扶
養
手
当
、

住
居
手
当
な
ど
を
支
給

□
試
験
日
　
５
月
１１
日
㈬

□
試
験
内
容
　
筆
記
、
作
文
、
面

接
試
験
の
予
定

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
所
定
の
申

込
書
❷
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
❸
写

真
２
枚
（
申
込
書
に
添
付
し
た
場

合
は
１
枚
。
申
し
込
み
前
６
カ
月

以
内
に
撮
っ
た
も
の
。
無
帽
・
上

半
身
正
面
で
縦
約
５
㌢
×
横
約
４

㌢
。
裏
面
に
氏
名
を
記
載
）
❹
返

信
先
を
記
載
し
た
受
験
票
返
信
用

封
筒
（
２３
㌢
×
１２
㌢
程
度
、
８２
円

切
手
貼
付
）

※
申
請
書
類
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（http://w

w
w
.city.ena.l

g.jp

）
か
ら
取
得
で
き
ま
す

□
締
め
切
り
　
４
月
２５
日
㈪
午
後

５
時
１５
分
（
必
着
）

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
総
務
課
（
内
線
４

５
８
）

　
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
の
方
を

対
象
に
、
各
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で
家

庭
教
育
の
学
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
子
育
て
に
つ
い
て
楽
し
く
学

び
ま
せ
ん
か
。

□
大
井
町
・
長
島
町
　
▽
開
級
日

＝
５
月
１７
日
㈫
　
▽
次
回
以
降
＝

第
３
火
曜
日
　
▽
と
こ
ろ
＝
恵
那

文
化
セ
ン
タ
ー
　
▽
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
＝
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
志
２
５
―
５
１
２
１

□
東
野
　
▽
開
級
日
＝
４
月
２８
日

㈭
　
▽
次
回
以
降
＝
第
４
木
曜
日

▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
＝
東
野
コ
ミ
セ
ン
志
２
６
―

２
５
５
５

□
三
郷
町
　
▽
開
級
日
＝
５
月
６

日
㈮
　
▽
次
回
以
降
＝
第
１
金
曜

日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
＝
三
郷
コ
ミ
セ
ン
志
２

８
―
１
３
３
８

□
武
並
町
　
▽
開
級
日
＝
５
月
２０

日
㈮
　
▽
次
回
以
降
＝
第
３
金
曜

日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
＝
武
並
コ
ミ
セ
ン
志
２

８
―
２
４
２
７

□
笠
置
町
　
▽
開
級
日
＝
４
月
２１

日
㈭
　
▽
次
回
以
降
＝
第
３
木
曜

日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
＝
笠
置
コ
ミ
セ
ン
志
２

７
―
３
１
１
０

□
中
野
方
町
　
▽
開
級
日
＝
４
月

８
日
㈮
　
▽
次
回
以
降
＝
第
２
金

曜
日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
＝
中
野
方
コ
ミ
セ
ン

志
２
３
―
２
１
１
３

□
飯
地
町
　
▽
開
級
日
＝
４
月
２６

日
㈫
　
▽
次
回
以
降
＝
開
級
日
に

予
定
表
を
配
布
　
▽
と
こ
ろ
・
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
飯
地
コ

ミ
セ
ン
志
２
２
―
３
４
０
１

□
山
岡
町
　
▽
開
級
日
＝
６
月
９

日
㈭
　
▽
次
回
以
降
＝
開
級
日
に

予
定
表
を
配
布
　
▽
と
こ
ろ
・
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
山
岡
コ

ミ
セ
ン
志
５
６
―
２
６
１
８

□
明
智
町
（
か
め
ク
ラ
ス
・
う
さ

ぎ
ク
ラ
ス
）　
▽
開
級
日
＝
５
月

１１
日
㈬
　
▽
次
回
以
降
＝
第
２
・

３
水
曜
日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
＝
明
智
コ
ミ
セ

濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務

企
画
課
志
０
５
７
２
―
２
２
―
１

１
１
１
（
内
線
１
３
３
１
）

　
　
地
域
医
療
課
（
内
線
２
７
４
）

　
　

　
子
育
て
に
つ
い
て
や
沐も

く

浴よ
く

の
仕

方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

□
と
き
　
４
月
２２
日
㈮
午
後
７
時

（
午
後
６
時
半
受
け
付
け
開
始
）

□
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
平
成
２８
年
７
月
、
８
月

に
第
１
子
出
生
を
迎
え
る
夫
婦

□
講
師
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育

指
導
員
、
保
健
師

　
　
生
涯
学
習
課
（
内
線
３
４
４
）

ン
志
５
４
―
４
２
１
４

※
う
さ
ぎ
ク
ラ
ス
の
対
象
は
２
歳

か
ら
入
園
前
ま
で

□
串
原
　
▽
開
級
日
＝
４
月
２７
日

㈬
　
▽
次
回
以
降
＝
第
４
水
曜
日

▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
＝
串
原
コ
ミ
セ
ン
志
５
２
―

２
０
２
６

□
上
矢
作
町
　
▽
開
級
日
＝
４
月

１９
日
㈫
　
▽
次
回
以
降
＝
第
１
火

曜
日
　
▽
と
こ
ろ
＝
上
矢
作
コ
ミ

セ
ン
、
上
矢
作
こ
ど
も
園
　
▽
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
矢
作

コ
ミ
セ
ン
志
４
７
―
２
１
０
１

　
　
生
涯
学
習
課
（
内
線
３
４
４
）

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
で
は
、
夏
秋

ト
マ
ト
・
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
の

受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
塾
で
は
、
先
輩
農
家
や
指
導
機

関
な
ど
か
ら
の
助
言
に
よ
り
、
一

歩
踏
み
込
ん
だ
栽
培
技
術
の
習
得

を
目
指
し
ま
す
。
新
規
就
農
や
生

産
目
標
の
実
現
を
目
指
す
方
を
対

象
に
、
実
際
の
栽
培
現
場
で
の
体

験
な
ど
を
行
い
、
栽
培
へ
の
理
解

を
深
め
ま
す
。

　
本
格
的
な
ト
マ
ト
や
ナ
ス
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
５
～
１１
月
の
日
曜
日

（
月
１
回
で
全
７
回
予
定
。
１
回

の
研
修
時
間
は
半
日
程
度
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
間
農
業
研
究
所

中
津
川
支
所
、
生
産
農
家
、
Ｊ
Ａ

ひ
が
し
み
の
選
果
場

□
対
象
　
市
内
か
中
津
川
市
在
住

で
、
ト
マ
ト
や
ナ
ス
の
栽
培
を
出

荷
目
的
に
考
え
て
い
る
か
、
来
年

以
降
に
新
規
栽
培
を
考
え
て
い
る

方
（
ト
マ
ト
コ
ー
ス
は
お
お
む
ね

６０
歳
以
下
）

□
講
師
　
東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生

産
協
議
会
会
員
、
東
美
濃
夏
秋
な

す
生
産
協
議
会
会
員
、
恵
那
農
林

事
務
所
農
業
普
及
課
、
中
山
間
農

業
研
究
所
中
津
川
支
所
、
Ｊ
Ａ
ひ

が
し
み
の

□
料
金
　
無
料

　
　
　
　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
営
農

販
売
課
志
０
５
７
３
―
７
８
―
０

１
３
７

　
　
農
林
課
（
内
線
３
７
４
）

　
市
民
講
座
な
ど
で
皆
さ
ん
か

ら
親
し
ま
れ
て
い
る
市
内
の
コ

ミ
セ
ン
が
、
４
月
１
日
か
ら
変

わ
り
ま
す
。

◆
振
興
事
務
所
と
コ
ミ
セ
ン
を

統
合
し
、
生
涯
学
習
と
ま
ち
づ

く
り
を
一
体
的
に
進
め
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
施

設
と
し
ま
す
。

◆
コ
ミ
セ
ン
が
拠
点
と
な
り

「
三
学
の
ま
ち
」
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
公
民
館
長
に
替
わ

り
「
三
学
の
ま
ち
推
進
員
」
を

配
置
し
ま
す
。

◆
中
央
コ
ミ
セ
ン
の
名
称
を

「
中
央
公
民
館
」
と
し
ま
す
。

◆
中
コ
ミ
セ
ン
を「
市
民
会
館
」

に
統
合
し
、
一
体
的
に
管
理
し

ま
す
。
講
座
や
貸
し
館
業
務
な

ど
は
今
ま
で
と
同
様
に
行
い
ま

す
。
休
館
日
は
、
月
曜
日
と
年

末
年
始
（
１２
月
２９
日
～
１
月
３

日
）
で
す
。

◆
大
井
小
学
校
の
教
室
開
放

は
、
生
涯
学
習
課
が
窓
口
と
な

り
ま
す
。
予
約
受
け
付
け
は
、

平
日
の
午
前
８
時
半
か
ら
午
後

５
時
１５
分
ま
で
。
土
・
日
、
祝

日
は
、
鍵
の
貸
し
出
し
と
返
却

の
み
を
宿
直
で
行
い
ま
す
。

◆
コ
ミ
セ
ン
の
休
館
日
は
、
年

末
年
始
（
１２
月
２９
日
～
１
月
３

日
）。
た
だ
し
臨
時
休
館
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
笠
置
・
串
原
・
岩
村
コ
ミ
セ

ン
は
、
振
興
事
務
所
と
統
合
す

る
た
め
、
施
設
の
改
修
を
行
い

ま
す
。
串
原
は
サ
ン
ホ
ー
ル
く

し
は
ら
、
岩
村
は
振
興
事
務
所

を
改
修
し
、
本
年
度
中
に
移
転

す
る
予
定
で
す
。
笠
置
コ
ミ
セ

ン
は
本
年
度
統
合
し
、
２
年
か

け
て
改
修
し
ま
す
。
工
事
が
終

了
す
る
ま
で
は
、
月
曜
日
も
休

館
日
と
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
生
涯
学
習
課
（
内
線
３
４

４
）

募
集

歯
科
衛
生
士

ト
マ
ト
・
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
塾
の
受
講
者

乳
幼
児
期
の
家
庭
教
育
学

級
の
参
加
者

東
濃
地
域
医
師
確
保
奨
学

金
の
奨
学
生

看
護
師
修
学
資
金
の
貸
与

者

コ
ミ
セ
ン
の
運
営
方
法
が
変
わ
り
ま
す

案
内

パ
パ
マ
マ
学
級

問

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

問

※市役所組織の再編により４月１日から内線番号が変わる場合があります

問

▲沐浴を実演で学ぶ

▲栽培現場で体験しながら学ぶ
▲中コミセンは市民会館に統合

11 102016.4.1 広報えな



申問　：問い合わせ　　：申し込み

　
知
的
障
が
い
が
あ
る
方
の
療
育

手
帳
の
交
付
や
更
新
な
ど
の
た
め

の
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１８
歳
以
上
の
方

□
と
き
　
５
月
１２
日
、 

８
月
４

日
、 

平
成
２９
年
１
月
１９
日
（
毎
回

木
曜
日
）
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

半□
定
員
　
各
９
人

１８
歳
未
満
の
方

□
と
き  

５
月
３０
日
、
８
月
２２
日
、

１１
月
１４
日 

、
平
成
２９
年
２
月
１３

日
（
毎
回
月
曜
日
）
午
前
９
時
半

～
午
後
４
時
半

□
定
員
　
各
４
人

共
通

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
西
庁
舎
１
階

相
談
室

□
料
金
　
無
料

□
持
ち
物
　
印
鑑
、療
育
手
帳（
更

新
の
方
）

□
そ
の
他
　
受
け
付
け
は
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
　
社
会
福
祉
課
（
内
線
１

８
２
）

　
現
在
、
瑞
浪
市
の
東
濃
厚
生
病

院
み
ず
な
み
病
後
児
保
育
所
で
実

施
し
て
い
る
病
後
児
保
育
事
業
の

利
用
内
容
が
、
４
月
か
ら
変
更
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
病
気
の
回
復
期

に
あ
っ
て
も
、
集
団
で
の
活
動
は

で
き
な
い
病
後
児
を
看
護
師
な
ど

が
預
か
る
も
の
で
、
利
用
に
は
事

前
登
録
と
予
約
が
必
要
で
す
。

□
対
象
児
童
　
▽
変
更
前
＝
生
後

８
カ
月
～
小
学
３
年
生
　
▽
変
更

後
＝
生
後
８
カ
月
～
小
学
６
年
生

□
多
子
世
帯
の
利
用
料
　
▽
変
更

前
＝
２
０
０
０
円
（
昼
食
代
は
別

途
３
０
０
円
程
度
）　
▽
変
更
後

＝
１８
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子

ど
も
を
３
人
以
上
扶
養
す
る
世
帯

の
子
ど
も
が
利
用
し
た
場
合
は
無

料
（
昼
食
代
は
必
要
）

※
減
免
を
受
け
る
場
合
は
、
申
請

書
の
提
出
が
必
要

　
　
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
志
２
５

―
１
１
５
５

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
す
こ
や

か
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
病
気
の

早
期
発
見
と
早
期
治
療
は
健
康
管

理
の
基
本
で
す
。
健
康
な
毎
日
を

送
る
た
め
、
１
年
に
１
度
健
康
診

断
を
受
け
て
自
分
の
健
康
状
態
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
５
月
２
日
㈪
～
６
月
３０

日
㈭

□
と
こ
ろ
　
市
内
の
指
定
医
療
機

関□
対
象
　
昭
和
１６
年
３
月
３１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
と
、
６５
歳
以
上
で

障
が
い
認
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

□
内
容
　
問
診
、
診
察
、
血
液
検

査
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
身
体

計
測
、
心
電
図
検
査
（
医
師
が
必

要
と
認
め
る
方
）

□
料
金
　
５
０
０
円

□
締
め
切
り
　
６
月
１７
日
㈮

※
申
し
込
み
後
に
受
診
券
な
ど
を

送
付
し
ま
す
。
平
成
２８
年
度
中
に

７５
歳
に
な
る
方
は
７５
歳
到
達
者
健

診
（
地
区
で
の
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
行
う
集
団
健
診
）
で
の
受
診

と
な
り
ま
す
の
で
、
別
に
案
内
し

ま
す
　
　
　
　

　
　
　
　
保
険
年
金
課
（
内
線
１

５
１
）

　「家庭菜園を始めてみたい」
「将来、農業をやってみたい」
と考えている方を対象に、農業
の基礎知識や野菜の栽培方法な
どを学ぶ講習会を開催します。
□とき　５月～９月　▷講習会
＝火曜日午後７時～８時半　
▷現地実習＝日曜日午前９時～
１１時半（８月１７日のみ水曜日
の午後１時半～５時）

□定員　２０人程度（応募者多
数の場合は抽選）
□講師 　 恵那農林事務所農業普
及課職員、ＪＡ職員、市内生産
農家
□料金　無料
□申し込み方法　電話か、申込
書に記入の上、ファクス、郵送
で申し込む
□締め切り　４月２５日㈪

　　　　〒５０９-７２９２（住所
不要）農林課（内線３７４）、思２５-
８９３３

　　【農業やる気発掘ゼミ（講習会・現地研修）日程表】

とき ところ 講座名 内容

５月１０日㈫ 市役所会議棟 夏野菜栽培技術講習❶ 夏野菜の育成管理

５月２２日㈰ 中山間農業研究所中津川支所 農作業機械実習 トラクターや管理機、草刈り機などの実習

６月１４日㈫ 市役所会議棟 夏野菜栽培技術講習❷ 夏野菜の育成管理

６月１９日㈰ 中山間農業研究所中津川支所 トマトとナスの栽培実習 トマトとナスの育成管理

７月３１日㈰ 市内生産農家 トマトの栽培実習 トマトの育成管理

８月９日㈫ 市役所会議棟 秋野菜栽培技術講習❶ 秋野菜の育成管理

８月１７日㈬ JAひがしみの本店 チヂミホウレンソウの栽培実習 チヂミホウレンソウの育成管理

９月１３日㈫ 市役所会議棟 秋野菜栽培技術講習❷ 秋野菜の育成管理

農業の基礎を学ぶ農業やる気発掘ゼミを開催

問申・

ん
ぽ
）
岐
阜
支
部
に
加
入
し
て
い

る
方
の
平
成
２８
年
度
健
康
保
険
料

率
が
、
９
・
９
８
㌫
か
ら
９
・
９
３

㌫
に
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
引

き
下
げ
は
、
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
で
す
。
介
護
保
険
料
率

は
、
１
・
５
８
㌫
の
ま
ま
据
え
置

き
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
全
国
健
康
保
険
協

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w

w
.ky

oukaikenp
o.or.jp

/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
全
国
健
康
保
険
協
会
岐
阜
支

部
志
０
５
８
―
２
５
５
―
５
１
５

５

　４月から市議会ウェブサイト（http://
www.gikai.city.ena.lg.jp/） が 新 し
くなりました。本サイトでは、市民の皆
さんへ議会などの情報を発信し、より身
近で開かれた議会を目指します。
　また市議会フェイスブック（https://
www.facebook.co. /enasigikai/）
も開設し、議会
情報などを発
信していきま
すので、ご覧く
ださい。
　　議会事務局
（内線４０３）

　
第
２
次
市
総
合
計
画
の
基
本

目
標
達
成
に
向
け
、
市
民
活
動

団
体
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
公
共
性
、
公
益
性
の
高
い
創

意
と
工
夫
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
活
動
（
ソ
フ
ト
事
業
）
に

対
す
る
経
費
を
助
成
。
対
象
と

な
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
　
次
の
三
つ
を
全
て
満

た
す
団
体
。
❶
市
内
を
拠
点
に

活
動
す
る
５
人
以
上
の
団
体

（
構
成
員
の
半
数
以
上
が
市
内

在
住
か
在
勤
）
❷
会
則
を
持
ち

代
表
者
を
定
め
、
会
計
処
理
が

適
切
に
行
わ
れ
て
お
り
、
組
織

と
し
て
意
思
決
定
が
で
き
る
団

体
❸
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
情
熱

を
持
ち
、
自
立
し
て
継
続
的
な

活
動
が
期
待
で
き
る
団
体

□
助
成
内
容
　
▽
フ
ァ
ー
ス
ト

ス
テ
ッ
プ
部
門
＝
新
た
に
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
始
め
よ
う
と
す

る
団
体
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

計
画
作
り
に
対
す
る
助
成
　
▽

ソ※
１

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
＝

活
動
の
将
来
展
望
が
計
画
さ

れ
、
公
益
性
が
あ
り
収
益
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
対
す
る
助
成
　
▽

課
題
解
決
型
ま
ち
づ
く
り
活
動

部
門
＝
分
野
別
の
課
題
解
決
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対

す
る
助
成

※
１
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

と
は
、
社
会
的
課
題
の
解
決
に

取
り
組
む
た
め
の
資
金
を
ビ
ジ

ネ
ス
の
手
法
を
活
用
し
て
自
ら

稼
ぎ
出
す
活
動

□
助
成
の
額
　
１
事
業
５０
万
円

以
内
（
選
定
や
助
成
額
は
、
審

査
委
員
会
に
よ
る
書
類
審
査
と

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
で

決
定
）

□
申
し
込
み
方
法
　
応
募
用
紙

を
提
出
す
る
。
応
募
用
紙
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

w
w

w
.city

.en
a.lg.jp

/

）

か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

□
受
付
期
間
　
４
月
１５
日
㈮
～

５
月
１３
日
㈮

□
注
意
事
項
　
全
部
門
を
通
じ

て
１
団
体
に
１
件
の
み
受
け
付

け
ま
す
。
市
か
ら
他
の
補
助
金

な
ど
を
重
複
し
て
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
活
動
範
囲
は

市
全
域
を
対
象
と
し
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
開
催
に
関
す
る
経
常

的
経
費
は
対
象
外
で
す
。
　
　

　
　
　
　
移
住
・
定
住
チ
ー
ム

（
内
線
５
２
１
）

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
助
成
事
業
の
助

成
団
体
を
募
集

申
・
問

案
内

療
育
手
帳
に
関
す
る
診
断

と
相
談

す
こ
や
か
健
診
を
実
施

全
国
健
康
保
険
の
健
康
保

険
料
率
が
引
き
下
げ

病
後
児
保
育
事
業
の
内
容

が
変
更

問

申
・
問

申
・
問

※市役所組織の再編により４月１日から内線番号が変わる場合があります

問

◀
機
械
の
操
作
を
学
ぶ

市議会ウェブサイトが一新

◀
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド

問

より身近な議会へ

13 122016.4.1 広報えな
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中
野
方
笠
置
神
社
春
の
例
大

祭
で
７
年
前
か
ら
奉
納
さ
れ
て

い
る
、
女
神み

輿こ
し

の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
当
日
は
み
こ
し
を

担
い
で
町
内
を
練
り
歩
き
笠
置

神
社
に
奉
納
し
ま
す
。
中
野
方

町
出
身
や
在
住
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、町
外
の
方
で
も
歓
迎
で
す
。

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
５
月
３
日
㈫
午
前
７

時
２０
分

□
と
こ
ろ
　
中
野
方
コ
ミ
セ
ン

集
合

□
対
象
　
女
性

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
❶

住
所
❷
氏
名
❸
電
話
番
号
❹
足

の
サ
イ
ズ
（
地
下
足
袋
を
履
く

た
め
）
︱
を
伝
え
る

□
締
め
切
り
　
４
月
１９
日
㈫

　
　
　
　
中
野
方
コ
ミ
セ
ン
志

２
３
︱
２
１
１
３

　
い
ろ
い
ろ
な
業
界
の
経
営
者

が
講
師
と
な
っ
て
企
業
経
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い
て
の
話

を
す
る
、
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
午
前
６
時
か
ら

開
催
で
、
経
営
者
の
方
に
限
ら

ず
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
食
事

会
の
時
間
も
あ
り
ま
す
。
経
営

者
の
話
を
聞
い
て
頭
を
活
性
化

さ
せ
、
朝
の
時
間
を
有
意
義
に

活
用
し
ま
せ
ん
か
。
詳
細
に
つ

い
て
は
中
津
川
市
倫
理
法
人
会

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

w
w

w
.rin

ri-n
a

k
a

tu
.

org

）も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
日
に
ち
・
講
師
・
テ
ー
マ
　

▽
４
月
１５
日
㈮
＝
田
中
裕ひ

ろ

人と

さ

ん
（
㈱
菓
匠
三
全
代
表
取
締
役

社
長
）「
百
年
先
を
み
す
え
て
」

▽
４
月
２２
日
㈮
＝
木
原
創は

じ
め

さ
ん

（
か
や
の
木
芸
術
舞
踊
学
園
舞

踊
ゆ
き
こ
ま
会
学
園
長
）「
舞

踊
と
教
育
」

□
時
間
　
午
前
６
時
～
７
時

（
受
け
付
け
は
午
前
５
時
半
）

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
食
事
会

（
有
料
）
が
あ
り
ま
す

□
と
こ
ろ
　
ち
こ
り
村
（
中
津

川
市
）

□
料
金
　
無
料

※
食
事
会
に
参
加
希
望
の
方
は

別
途
６
０
０
円
が
必
要
で
す

　
　
中
津
川
倫
理
法
人
会
（
事

務
局
）
志
０
５
７
３
︱
６
６
︱

０
７
４
６

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

□
と
き
　
５
月
１０
日
～
３１
日

（
毎
週
火
曜
日
）
午
前
９
時
半

～
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ
ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
、
１０
を
使
い
、
文
字

入
力
や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド

の
使
い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
的
な
操
作
を
丁
寧
に
学
び

ま
す
。

□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド
講
座
４

□
と
き
　
５
月
１２
日
～
２６
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～

３
時
（
全
３
回
）

□
内
容
　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ワ

ー
ド
を
使
い
、
表
や
図
形
の
挿

入
方
法
を
学
び
ま
す
。

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

共
通

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
２
９
６
～

１
４
０
４
円
程
度
が
必
要
）

□
受
付
期
間
　
４
月
１０
日
㈰
午

前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で

※
初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
５

月
２
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば

優
先
し
ま
す
。
再
受
講
者
の
受

講
の
可
否
は
、
３
日
㈫
以
降
に

連
絡
し
ま
す

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作

を
学
ぶ
ミ
ッ
キ
ー
ク
ラ
ブ
で

は
、
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。初
め
て
の
方
も
歓
迎
で
す
。

気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
４
月
１９
日
、
２６
日
、

５
月
１７
日
、
２４
日
、
３１
日
（
毎

回
火
曜
日
）
午
後
１
時
～
３
時

※
毎
月
３
回
程
度
開
催
し
ま
す

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
対
象
　
ど
な
た
で
も

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ
ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
、
１０
を
使
い
、
文
字

入
力
や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド

の
使
い
方
な
ど
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
を
学
び
ま
す
。
ワ
ー
ド

を
使
っ
た
チ
ラ
シ
の
作
成
、
エ

ク
セ
ル
を
使
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー

や
家
計
簿
の
利
用
、
写
真
挿
入

や
編
集
の
方
法
な
ど
、
み
ん
な

で
気
軽
に
学
習
し
ま
す
。

□
料
金
　
２
０
０
０
円
／
月

　
　
　
　
可
知
井
志
２
５
―
４

７
５
８

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催
するイベントや各種募集などを市内に
周知するためのコーナーです。（営利
目的・宗教・政治に関する掲載はでき
ません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　市長
公室広報広聴係（内線３２４）

経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
受
講
者
を
募
集

女
神
輿
の
参
加
者
を
募

集

パ
ソ
コ
ン
の
５
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

ミ
ッ
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
受

講
者
を
募
集

▲女性陣が一丸となって担ぐ女神輿

問

申
・

問

問

申
・

問

申
・

　
市
茶
道
連
盟
に
よ
る
抹
茶
の
お

も
て
な
し
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
入
館
料
が
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
来
館
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
４
月
１６
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
無
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
そ
の
他
　
一
服
１
０
０
円
（
菓

子
付
き
）

　
　
生
涯
学
習
課
（
内
線
３
３
５
）

　
合
併
処
理
浄
化
槽
（
50
人
槽
以

下
）
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
工
事
を
始
め
る
前
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
市
内
に
浄
化
槽
の
設
置

を
計
画
し
、
公
共
下
水
道
や
特
定

環
境
保
全
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
の
処
理
区
域
外
の
方

※ 
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
済

み
か
工
事
着
工
済
み
の
方
、
販
売

を
目
的
と
す
る
住
宅
、
市
税
な
ど

を
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
補
助
対

象
外
。
平
成
２９
年
３
月
末
ま
で
に

工
事
の
完
成
が
必
要

□ 

補
助
金
額
の
上
限
（
専
用
住
宅
）

▽
５
人
槽
＝
58
万
２
０
０
０
円

▽
７
人
槽
＝
66
万
４
０
０
０
円
　

▽
10
人
槽
＝
79
万
８
０
０
０
円

□
締
め
切
り
　
11
月
３０
日
㈬

□
そ
の
他
　
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。
予
算
額
に

達
し
た
と
き
は
、締
め
切
り
ま
す
。

　
　
上
下
水
道
課
（
内
線
２
１
８
）

　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
で
は
、

身
近
な
資
源
の
有
効
活
用
や
環
境

問
題
に
関
す
る
学
習
と
体
験
の
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
生
ご
み

処
理
講
座

　
３０
㌢
四
方
の
段
ボ
ー
ル
箱
で
、

約
３
カ
月
分
の
生
ご
み
を
処
理
で

き
ま
す
。
可
燃
ご
み
袋
に
生
ご
み

が
な
い
と
臭
い
や
汁
漏
れ
の
心
配

が
な
く
軽
い
の
で
、
ご
み
出
し
が

楽
に
な
り
ま
す
。

□
と
き 

　
４
月
１６
日
㈯
午
前
９

時
半
～
１１
時

□
定
員
　
１０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
） 

　

□
料
金
　
５
０
０
円
程
度
（
箱
、

基
材
代
）

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
講
座
　

　
つ
る
性
の
植
物
を
ネ
ッ
ト
に
は

わ
せ
、
夏
の
強
い
日
差
し
を
遮
る

こ
と
で
室
温
の
上
昇
を
抑
え
る
自

然
の
カ
ー
テ
ン
を
育
て
て
み
ま
せ

ん
か
。
見
た
目
も
涼
し
げ
で
快
適

さ
が
増
し
ま
す
。

□
と
き
　
４
月
２４
日
㈰
午
前
９
時

～
１１
時
半

□
定
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）　

□
料
金
　
２
５
０
０
円
程
度（
苗
、

土
、
プ
ラ
ン
タ
ー
代
）

共
通

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
・
火
曜

日
休
館
）

　「みんなの道愛護事業」では、年間を通じて市道
や県道、国道の清掃や維持活動を行う団体へ、交付
金を支給します。市民の手による道づくりに積極的
に参加してください。
□活動内容　作業を行う道路が３００㍍以上で、路
肩の草刈りや側溝清掃などを年２回以上実施。沿線
の花木の植栽や維持活動も助成対象です。
□交付金額　市道１００㍍当たり２,０００円が上限。
ただし国県道は１,０００円が上限です。
※予算の範囲で限度額を変更する場合があります
□対象団体　自
治会や壮健クラ
ブ、有志団体な
どの地域住民で
構成された団体
（有志団体はお
おむね５人以上
で、会員名簿の
提出が必要）
□申し込み方法　建設課か各振興事務所に備え付け
の申請書に記入して提出してください。指定用紙
は市ウェブサイト（http://www.city.ena.lg.jp/）
からも取得できます。毎年、申請が必要です。
□締め切り　５月３１日㈫（期限を過ぎたものは受
け付けできません）
※詳しくは建設課へ問い合わせください
　　　　建設課（内線２５２）

▲生ごみを堆肥にする

案
内

ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

４
月
の
環
境
講
座

▲グリーンカーテンの育て方を学ぶ

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

お
も
て
な
し

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

を
補
助

道路の美化を応援します

◀
市
民
の
手
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

申・問

※市役所組織の再編により４月１日から内線番号が変わる場合があります

問

問

申
・
問

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

父 母

父 母父 母

父 母

父 母

父 母父 母

父 母

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　平成２７年度末で終了を迎える「えなの森
も

林
り

づくり実
施計画」の次期計画について諮問を受けた「えなの森林
づくり推進委員会」の足立健二会長（写真右端）らが、
市長へ答申書を手渡しました。「えなの森林　活

い

かして
守って次世代へ」を理念とした計画になっています。

　
第
３２
回
日
本
大
正
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
が
明
智
町
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
１０
㍄
、
６
㍄
、
２
㍄
の
３
コ
ー
ス
に
県
内
外
か
ら

１
６
６
０
人
が
参
加
し
、
大
正
ロ
マ
ン
の
雰
囲
気
が
漂
う
町
並
み

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
最
高
齢
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
山
岡
町
の

高
津
恒
文
さ
ん
で
９４
歳
。
遠
来
賞
は
、
青
森
県
弘
前
市
と
広
島
県

広
島
市
か
ら
の
参
加
者
で
し
た
。

古い町並みの中を爽快に駆け抜ける

鈴木 真
ま

歩
ほ

ちゃん

３月２０日

活用して守る恵那の森林 ２月２４日

　飯地町まちづくり委員会は、平成２７年度に子どもが
生まれた２家族と移住してきた１家族にお祝いパックを
贈りました。飯地コミセンで行われた贈呈式には、昨年
４月に生まれた西尾慎君を伴った母有加里さんと８月に
茨城県から移住してきた植木さん家族が出席しました。

町を挙げて人口増を祝う

先進的事例に学ぶ地域交通

　地域公共交通シンポジウムが、恵那北中学校で開かれ
ました。人口減少と高齢化が進む富山県氷見市八代地区
でコミュニティーバスの黒字経営を続けるＮＰＯの代
表、森杉國作さんが講演しました。市内で無償の移送サー
ビスを実施する地域代表のパネル討論も行われました。

紀行さん 真希さん

大井町

１
歳
お
め
で
と
う

♡
姉
弟
仲
良
く
元

気
に
大
き
く
な
っ

て
ね
♡

田村 彩
あや

人
と

くん

俊之さん ちはるさん

１
歳
お
め
で
と

う
。
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
成
長
し
よ

う
ね
。

大井町

市川 瑠
る

夏
か

ちゃん

笠置町

哲哉さん さつきさん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
兄
ち
ゃ
ん
と
仲

良
く
大
き
く
な
ぁ

～
れ
♡

鷲見 颯
はや

人
と

くん

中野方町

博幸さん 菜緒さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
お
兄
ち
ゃ
ん
と

仲
良
く
元
気
に
大

き
く
な
っ
て
ね

伊藤 奈
な

緒
お

ちゃん
明智町

輝彦さん 妙子さん

ナ
オ
ち
ゃ
ん
１
歳

お
め
で
と
う
。
す

く
す
く
元
気
に
大

き
く
な
あ
れ
。

酒井 蓮
れん

くん

長島町

邦総さん 麻美さん

蓮
く
ん
１
歳
お
め

で
と
う
♡
兄
弟
仲

良
く
元
気
に
育
っ

て
ね
♡

足立 璃
り

朱
あ

ちゃん

三郷町

真也さん 由香さん

り
あ
ち
ゃ
ん
１
歳

お
め
で
と
う
。
元

気
に
す
く
す
く
大

き
く
な
ぁ
れ
。

片桐 礼
あや

乃
の

ちゃん
上矢作町

慎一さん 友見さん

１
歳
お
め
で
と

う
！
お
兄
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
元
気
に

育
っ
て
ね
！

４月生まれ

２月２７日

３月６日

　岩村コミセンでスポーツ講演会が行われ、全日本ノル
ディック・ウオーク連盟主席指導員の堀和夫さんが講演
しました。「健幸チャレンジ」に応募した市民への説明
会も同時に行われ、ポールを使ったストレッチの方法や
歩き方のポイントなどを丁寧に説明しました。

歩いて始める健幸チャレンジ ３月６日

　来年春の就職に向けた合同企業説明会が市民会館で開
かれ、大学生ら４０人が会場を訪れました。市と商工会議
所、恵南商工会、ハローワークでつくる市雇用対策協議
会が主催し、市内に事業所を置く２８の企業や団体が出
展。学生らに仕事の内容などを詳しく説明していました。

地元の人材確保へ合同説明会 ３月１１日
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募集中

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）市長公室広報広聴係
志２６-２１１１（内線３２４）

　５月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１人で胸から上で顔全体が写っ
ているもの）の裏に❶住所❷氏名（ふりがな）❸生年月
日❹性別❺電話番号❻両親の氏名❼２８字以内のコメン
ト❽ケーブルテレビ放映の可否－を添えて、４月１５日
㈮までに申し込んでください。
　申し込み多数の場合は先着順で掲載します。

もうすぐ１歳

平成２７年５月生まれ
のお子さんを募集

顔全体を
写してね！



　「
ハ
チ
と
暮
ら
す
毎
日
が
楽
し
く
て
仕

方
な
い
」
と
話
す
の
は
、
山
岡
町
在
住
の

堀
孝
之
さ
ん
。
平
成
２７
年
に
就
農
し
た
ば

か
り
の
若
き
養
蜂
家
だ
。

　
山
岡
の
大
自
然
の
中
で
育
っ
た
堀
さ
ん

は
、
祖
父
と
一
緒
に
ヘ
ボ
探
し
を
す
る
な

ど
ハ
チ
に
な
じ
み
の
あ
る
幼
少
期
を
過
ご

し
た
。
高
校
卒
業
後
、
地
元
を
離
れ
愛
知

県
で
就
職
。
2
年
間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し

て
働
い
た
が
、「
や
は
り
田
舎
が
好
き
だ
」

と
痛
感
し
、
地
元
に
戻
っ
て
き
た
。

　
父
親
の
経
営
す
る
蜂
蜜
販
売
の
仕
事
を

手
伝
う
う
ち
に
、「
息
子
の
作
っ
た
蜂
蜜

を
店
に
置
け
た
ら
」
と
い
う
父
の
思
い
を

実
現
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
養
蜂

の
仕
事
を
学
ぶ
決
意
を
し
た
。

　
市
内
で
養
蜂
園
を
営
む
叔
父
に
弟
子
入

り
し
、
修
行
を
積
ん
だ
。
2
年
の
修
行
期

間
を
終
え
て
か
ら
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

な
が
ら
一
人
で
ハ
チ
を
育
て
続
け
た
。
叔

父
か
ら
譲
り
受
け
た
１
群
の
巣
を
大
事
に

育
て
、
そ
れ
が
５
群
に
増
え
、
１０
群
に
な

り
、
３０
群
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
無

我
夢
中
で
ハ
チ
に
向
き
合
い
な
が
ら
も
、

「
こ
の
頃
が
一
番
苦
し
い
日
々
だ
っ
た
」

と
堀
さ
ん
は
振
り
返
る
。
２０
代
も
半
ば
を

過
ぎ
、
就
職
し
家
庭
を
築
い
て
い
る
同
級

生
も
増
え
た
。
自
分
一
人
が
置
い
て
行
か

れ
て
い
る
よ
う
な
不
安
が
常
に
付
き
ま

と
っ
て
い
た
。

　
そ
ん
な
中
、
周
り
の
支
援
や
市
の
後
押

し
も
あ
り
、
平
成
２７
年
１
月
に
養
蜂
家
と

し
て
就
農
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
辞
め
養

蜂
一
本
の
生
活
に
な
る
と
、
ハ
チ
の
こ
と

だ
け
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
不
思

議
と
迷
い
や
不
安
が
吹
っ
切
れ
た
。
腹
を

く
く
っ
た
人
間
に
は
追
い
風
が
舞
い
込
む

の
か
、
県
養
蜂
組
合
連
合
会
主
催
の
「
第

２６
回
は
ち
み
つ
共
進
会
」
で
は
、
出
品
し

た
ア
カ
シ
ア
蜂
蜜
が
第
２
位
の
県
知
事
賞

を
受
賞
し
た
。「
自
分
の
蜂
蜜
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
に
な
っ
た
」

と
喜
び
が
あ
ふ
れ
、
支
え
て
く
れ
た
人
へ

の
感
謝
で
一
杯
に
な
っ
た
。

　
目
標
は
、
県
内
で
一
番
の
蜂
蜜
生
産
量

を
誇
れ
る
養
蜂
家
に
な
る
こ
と
。「
い
つ

か
は
自
分
の
蜂
蜜
を
世
界
に
も
売
り
出
し

た
い
」
と
大
き
な
野
望
も
秘
め
て
い
る
。 ▲「ハチはわが子のよう」と話す堀さん

育てた蜂蜜が県の共進会で県知事賞受賞

□プロフィル

就農して２年余り。暑さや寒さ、伝染病、天
敵のスズメバチからミツバチを守り、おいし
い蜂蜜が採れるよう３６５日奮闘している。

堀
ほ り

 孝
た か

之
ゆ き

 さん　３０歳

山岡町久保原

恵那で輝いている旬な人を紹介します

３月１６日

苦汁なめ採れる甘い蜜
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１３８

学校産まれのアマゴを放流

　東野小学校の５年生１３人が、学校近くの飯沼川へア
マゴの稚魚約２５０匹を放流しました。昨年１１月に地元
漁協から譲り受けた卵を校内の水槽でふ化させ、理科の
発展的学習として児童が毎日観察し、えさやりや水槽の
掃除などの世話をしてきました。

しおり贈って武並音頭ＰＲ

　市民三学武並委員会は、「武並音頭」を広く知っても
らうため、歌詞と歌詞に出てくる町内の場所の写真を載
せたしおりを作製し、武並小学校へ贈りました。同校の
校長室で行われた贈呈式で、伊藤利貞委員長から全校児
童１７９人分のしおりが児童の代表に手渡されました。

走るＳＬに乗ってファン歓喜

　明知鉄道明智駅でＳＬ（蒸気機関車）の乗車体験イ
ベントが行われました。「Ｃ１２２４４」に連結させた車掌
車の前後のデッキに各１０人、車内に６人が乗車し、駅
構内の約１２０㍍を往復するという内容。午前と午後計5
回運行され、県内外から約１３０人が参加しました。

若い視点で活性化策を提言

　明智中学校と恵那南高校の生徒らが、日本大正村と明
智町の活性化に向けた提言を発表しました。明智地域協
議会や日本大正村、まちづくり団体関係者ら約３０人を
前に、大正時代の衣食住が味わえるパック販売や高齢者
と若者の交流など、アイデアが詰まった提案をしました。

棚田と都市の交流拠点新たに

　坂折棚田（中野方町）を訪れる人たちに、快適な時間
を過ごしてもらうための「棚田なごみの家」が建て直さ
れ、関係者が完成を祝いました。食堂（売店）やシャワー
室、トイレ、会議室などを備えた木造平屋建てで、建築
面積は２２６．０７平方メートルです。

南地区中学校再編委が答申

　市南部５地区（岩村町、山岡町、明智町、串原、上矢
作町）の中学校統合の時期と場所について諮問を受けた
恵那南地区中学校再編委員会の鈴木峰夫会長らが、鎌田
基予子教育委員長へ答申しました。答申書では「山岡地
区に新築し、平成３３年度開校を目指す」としています。

３月１６日

３月１７日３月１８日

３月２０日３月２５日
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【File No.　　 岩村町本通り伝統的建造物群保存地区  岩村町本町他】

　岩村の本通りは、戦国期に織田信長配下の河尻秀隆が城郭
と同時に整備着手したとされる。慶

けいちょう

長６（１６０１）年に入封
した初代藩主、松平家

いえ

乗
のり

が本格的に建設を始め、城山西麓の
台地に藩主邸と武家地、南の岩村川対岸に町人地を配した。
正保年間（１６４５～１６４８）の絵図によると、武家地と町人
地は２本の橋で結ばれ、現在の本町と呼ばれる本通り沿いの

藩の御用達職を務めた木村家（市指定有形文化財）

町屋が並ぶ形となった。その後、明治３９（１９０６）年の岩村
電気軌道の開設により、西町から新町まで発展し、現在の町
並みとなっている。桝形から東は江戸時代の町並み、西は明
治以降の町並みであるが、うまく調和していることが評価さ
れ、平成１０（１９９８）年に国の重要伝統的建造物群保存地区
に選定された。

保存地区周辺では四季折々のイベントも盛ん。特に秋祭り行事のみこしの渡御では、時代
衣装を身に着けた約３００人の行列が壮観である。

次号は

４月１５日号

発行日は

４月１５日㈮です
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伝えたい、守りたい、まちの宝物
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